
掛
け
合
わ
せ
た
新
た
な
解
決
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
。

学
術
的
知
見
や
植
生
調
査
・
土
壌
分
析
デ
ー
タ
に
基

づ
き「
自
然
循
環
型
の
天
然
林
」を
再
現
す
る
こ
と
で
、

「
生
物
多
様
性
」「
水
源
涵
養
」「
Ｃ
Ｏ
2
吸
収
」
な
ど

の
森
林
の
多
面
的
機
能
を
高
度
に
可
視
化
・
デ
ー
タ

化
を
し
て
い
ま
す
。
単
発
の
植
樹
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に

と
ど
ま
ら
ず
、
長
期
的
な
金
融
の
仕
組
み
と
融
合
す

る
こ
と
で
、
自
然
の
価
値
を
持
続
的
に
享
受
で
き
る

仕
組
み
を
整
え
、
企
業
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

（
自
然
再
興
）
や
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
（
自
然
関
連
財
務
情
報
開

示
）
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

株式会社グリーンエルム
代表取締役　西

にしの

野 文
ふみたか

貴 さん
（日出町商工会）

http://www.oita-shokokai.or.jp

　
「
商
工
会
に
は
、
経
営
革
新
計
画
の
策
定
や
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
、
農
商
工
連
携
、
マ
ル
経
融

資
な
ど
、
事
業
の
成
長
段
階
に
応
じ
て
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
指
導
員
の
方
々
と
の
対
話

を
通
じ
、自
分
た
ち
の
事
業
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
「
言

語
化
」「
可
視
化
」
で
き
る
こ
と
が
た
め
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
時
代
に
合
わ
せ
た
最
適
解
を

見
つ
け
、
日
本
の
緑
の
価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」

商
工
会
と
の
取
り
組
み

大分県商工会連合会
ホームページ

里山ゼロベース事業の1つである植樹祭
地域住民や企業が一体となって参加し、手
作業で苗木を植え、未来の森を育みます。

日
本
の
森
づ
く
り
を
変
え
る

「
森
の
設
計
士
」
と
強
靭
な
ポ
ッ
ト
苗

　

手
入
れ
不
足
で
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
放
置
人
工
林
を
買
い
取
り
・
借
り
受

け
て
、
自
然
林
へ
戻
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
里
山
Ｚ
Ｅ

Ｒ
Ｏ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
防
災
機
能
と

生
物
多
様
性
を
高
め
る
取
り
組
み
と
し
て
２
０
２
3

年
に
は
、「
ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
」
で
中
小
企
業
庁
長
官

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

現
在
は
、
み
ず
ほ
リ
ー
ス
株

式
会
社
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、【
森
づ
く
り
×
金
融
】
を

放
置
人
工
林
を
再
生
す
る

「
里
山
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ 
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
と

環
境
価
値
の
可
視
化

行
き
ま
す

！
 聞

きます！ 提案

し
ま
す
！

大分県

商工会連合会

Ｖｏｌ.347
2026年11月発行

大分県商工会連合会

日出町に広がる自社農場
遮光施設や散水設備を備えた圃場で、年間
200種もの在来種を種から一貫育成。ず
らりとこだわりの「ポット苗」が並びます。

　

１
９
８
９
年
の

創
業
以
来
、「
良
い

森
づ
く
り
は
良
い
苗

木
か
ら
」
と
い
う
理

念
の
も
と
、
在
来
種

の
生
産
を
追
求
し
て

き
た
㈱
グ
リ
ー
ン
エ

ル
ム
。
森
の
設
計
士

と
し
て
、
日
本
に
約

２
０
０
種
類
あ
る
森

林
タ
イ
プ
を
見
極

め
、
本
来
の
生
態
系
を
再
構
築
し
て
い
ま
す
。
各
地
の

神
社
や
寺
院
に
残
る
「
鎮
守
の
森
」
の
植
生
調
査
を

行
い
、
そ
の
土
地
本
来
の
樹
種
を
厳
選
。
自
社
で
種

か
ら
育
て
上
げ
た
根
量
の
豊
富
な
「
ポ
ッ
ト
苗
」
を

活
用
し
、
過
酷
な
環
境
に
も
耐
え
る
森
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

西野代表

より良い会報誌にするため、ご意見・ご感想をお待ちしております 大分県商工会連合会では、
ＬＩＮＥお友だち登録してい
ただいた方に最新情報を定
期的に配信していきます

ＬＩＮＥ 公式アカウントはじめました



し
、
豊
後
牛
や
豊
後
ハ
マ
チ
若
武
者
、
県
内
の
地
酒
な

ど
で
各
県
の
青
年
部
員
を
お
も
て
な
し
し
ま
し
た
。

【
大
会
２
日
目
】

　

基
調
講
演
で
は
、
ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ｅ
の
マ
ー
ク
・
パ
ン
サ
ー

氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
「
Ｒ
Ｅ
：
ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｔ
ｅ
～
大

分
に
移
住
を
決
め
た
私
達
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
移

住
者
で
あ
る
青
年
部
員
、
田
中
克
典
氏
（
宇
佐
両
院
）、

早
川
光
樹
氏
（
佐
伯
市
あ
ま
べ
）
と
と
も
に
移
住
の
決

め
手
や
、
地
方
の
未
来
な
ど
に
つ
い
て
討
論
形
式
で
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

　

九
青
連
顕
彰
で
は
、
３
部
門
の
表
彰
を
行
う
と
と
も

に
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
県
内
か
ら
受
賞
及
び

感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　

次
年
度
開
催
は
福
岡
県
と
な
り
ま
す
。
開
催
地
紹
介

で
は
、
福
岡
県
青
連
が
力
強
く
開
催
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

令和
9 年度 

国
政
・
県
政
予
算
等
に
関
す
る

自
民
党
県
連
へ
の
要
望
に
つ
い
て

　

９
月
９
日
・
10
日
、
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ 

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大

分
に
て
、
令
和
８
年
度
九
州
地
区
商
工
会
青
年
部
合
同

研
修
会
が
９
年
ぶ
り
に
大
分
県
で
開
催
さ
れ
、
九
州
各

県
か
ら
青
年
部
員
約
９
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
大
会
１
日
目
】

　

司
会
は
、
寺
下
知
輝
氏
（
国
東
市
）
と
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
・
首
藤
ま
み
か
氏
。

　

歓
迎
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、
Ｎ
Ｂ
Ｕ
日
本
文
理
大

学
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
と
青
年
部
員

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
盛
大
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
水
野
幸
太
郎
県
青
連
会
長
が
開
会
の

辞
を
述
べ
た
ほ
か
、
開
催
県
連
と
し
て
首
藤
文
彦
会
長

が
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
御
来
賓
も
お
越
し
に

な
り
、
経
済
産
業
大
臣
政
務
官
・
参
議
院
議
員
の
越
智

俊
之
氏
な
ど
５
氏
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

若
い
経
営
者
の
主
張
大
会
で
は
、
各
県
代
表
８
人
が

青
年
部
活
動
に
関
す
る
発
表
を
行
い
、
福
岡
県
代
表
の

早
川
麗
奈
氏
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
大
分
県
代

表
の
安
部
あ
づ
み
氏
は
、「
人
口
11
人
の
島
か
ら
描
く
未

来
」
と
題
し
、
自
身
が
住
む
佐
伯
市
深
島
で
の
青
年
部

活
動
や
事
業
活
動
に
関
す
る
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
県
代
表
に
よ
る
商
品
Ｐ
Ｒ
・
販
売
会
で
あ
る
九
州
商

人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
従
来
の
プ
レ
ゼ
ン
形
式
で
は
な

く
、
映
像
中
継
形
式
に
よ
る
商
品
Ｐ
Ｒ
を
初
め
て
実
施
し

ま
し
た
。
映
像
を
通
じ
て
商
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
商

品
の
魅
力
が
よ
く
伝
わ
っ
た
と
大
変
好
評
で
し
た
。

　

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分
で
開
催
し
た
交
流
会
で

は
、
佐
藤
知
事
や
足
立
大
分
市
長
も
来
賓
と
し
て
参
加

要
望
概
要

「
交
通
体
系
の
整
備
」・「
中
小
企
業
対
策
」
・「
小
規

模
事
業
対
策
の
拡
充
・
強
化
」
の
３
つ
の
枠
組
み

に
つ
い
て
、
国
政
25
項
目
、
県
政
27
項
目
を
要
望
し
、

こ
の
中
か
ら
「
生
産
性
向
上
支
援
の
強
化
」「
職
員

人
件
費
等
の
支
援
拡
充
に
つ
い
て
」
を
重
点
項
目

と
し
て
要
望
し
ま
し
た
。

　

商
工
会
連
合
会
で
は
政

党
に
対
す
る
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
は
、
国
政
・
県
政
に
対

し
商
工
業
者
支
援
や
商
工

会
事
業
に
必
要
な
予
算
確

保
な
ど
の
施
策
を
求
め
る

も
の
で
あ
り
、
地
域
の
発

展
を
支
え
る
重
要
な
取
り

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
９
年
度
国
政
・
県

政
予
算
に
向
け
、
９
月
30
日
に
自
民
党
大
分
県
支
部
連

合
会
へ
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
総
会
員
組

織
率
が
全
国
一
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
本
会
の
実
績
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
重
点
要
望
項
目
で

あ
る
「
生
産
性
向
上
支
援
の
強
化
」「
職
員
人
件
費
等
の

支
援
拡
充
に
つ
い
て
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
会

員
企
業
の
声
や
伴
走
支
援
を
担
う
商
工
会
の
安
定
運
営

に
欠
か
せ
な
い
支
援
を
求
め
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
望
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
人
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
）
づ
く
り
部
門

　

中
津
市
し
も
げ
商
工
会
青
年
部 

苅
北 

隆
義
さ
ん

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
部
門

　

日
田
地
区
商
工
会
青
年
部 

石
田 

裕
勝
さ
ん

○
ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り
部
門

　

佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会
青
年
部

○
感
謝
状
贈
呈
者

　

野
津
原
町
商
工
会
青
年
部 

秋
吉 

契
佑
さ
ん

要望要旨を説明する首藤会長

歓迎
パフォーマンス

開会挨拶を行う
首藤県連会長

開会の辞を述べる
水野県青連会長

主張発表を行う
安部あづみさん
（佐伯市あまべ）

令和
8 年度 

九
州
地
区
商
工
会
青
年
部

合
同
研
修
会 

大
分
大
会
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陸
運
業
の
労
働
災
害
の
約
７
割
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
等
か
ら
の
墜
落
・
転
落
等
の
荷
役
作
業
中
に
発

生
し
、
さ
ら
に
そ
の
約
７
割
は
荷
主
等
（
荷
主
、
配

送
先
、
元
請
事
業
者
等
）
の
事
業
場
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
で
は
「
荷
役
作
業

安
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
25
年
３
月
）
を
策
定
し
、

陸
運
事
業
者
、
荷
主
等
の
実
施
事
項
を
示
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
陸
運
事
業
者
と
荷
主
等
双
方
の
担
当
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
研
修
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
は
、
荷
主
等
の
自
社
の
労
働
者
の
労
働

災
害
防
止
対
策
に
も
参
考
と
な
る
墜
落
・
転
落
災
害
、

フォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
ク
レ
ー
ン
等
に
よ
る
災
害
防
止
に
関

す
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
荷
主
等
の
事

業
場
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

参
加
申
込
書
は
、陸
災
防
大
分
県
支
部
の
ホ
ー
ム
ペー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
先
：
電
話 

０
９
７-

５
５
６-

７
８
６
６

１　

開
催
日
時　

令
和
８
年
12
月
９
日(

水)　

　
　
　
　
　
　
　

13:

00
～
17:

00

２　

開
催
場
所　
（
公
社
）
大
分
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会 

　
　

大
会
議
室　

（
住
所
：
大
分
市
向
原
西
1
番
27
号
）

３　

定　
　

員　

先
着
50
名

All Japan Specialties Gala 2026

無
料

陸
災
防
大
分
県
支
部

令和
8 年度 

課
題
別
講
習
会

荷
主
等
の
皆
様
へ 

陸
災
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

厚
生
労
働
省
補
助
事
業

荷
役
災
害
防
止
担
当
者
研
修
の
ご
案
内 

　

９
月
25
日
、
ホ

テ
ル
日
航
大
分
オ

ア
シ
ス
タ
ワ
ー
で

課
題
別
講
習
会
を

開
催
し
、
約
30
人

の
事
業
者
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
で

は
、
急
速
に
進
化

す
る
生
成
Ａ
Ｉ
を

ビ
ジ
ネ
ス
に
活
か

し
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る

売
上
ア
ッ
プ
と
業

務
効
率
化
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
イ
ー
ン
ス
パ
イ
ア
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の

横
田
秀
珠
氏
を
お
迎
え
し
、「
生
成
Ａ
Ｉ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に

活
用
す
る
Ｄ
Ｘ
売
上
Ｕ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
習
で
は
、
文
字
だ
け
で
な

く
画
像
や
音
声
も
扱
え
る
最
新
Ａ
Ｉ
の
選
び
方
か
ら
、

理
想
の
顧
客
像
や
購
入
ま
で
の
行
動
分
析
の
自
動
作
成
、

検
索
に
強
い
ブ
ロ
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
文
章
の
Ａ
Ｉ
共
同
執
筆
、

ス
マ
ホ
動
画
へ
の
活
用
ま
で
、
実
務
に
直
結
す
る
最
新

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
。

　

受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
と
て
も
勉
強
に
な
り
、

ま
た
参
加
し
た
い
」「
進
歩
が
速
い
分
野
な
の
で
継
続
し

て
受
講
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
大
変
好
評

を
博
し
ま
し
た
。

熱心に講義に耳を傾ける受講者の様子

　

10
月
7
日
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
「
Ａ

ｌ
ｌ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
ｔ
ｉ
ｅ
ｓ 

Ｇ
ａ
ｌ
ａ 

２
０
２
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
商
談
会
は
地
域
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
が
海
外
市
場
へ
挑
戦
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
、
当
日
は
１
０
３
の
国
・

地
域
の
外
国
公
館
や
バ
イ
ヤ
ー
等
、
１
，
１
０
０

人
を
超
え
る
来
場
者
で
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
内
商
工
会
地
域
か
ら
も
事
業
者
が
参
加
し
、

商
工
会
及
び
連
合
会
の
職
員
も
現
地
で
伴
走
支

援
を
行
い
な
が
ら
、
自
慢
の
商
品
を
世
界
各
国

の
外
国
公
館
や
バ
イ
ヤ
ー
へ
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

出
展
事
業
者
か
ら
は
「
海
外
の
方
へ
の
試
飲
や

商
談
を
通
じ
、
自
社
商
品
が
世
界
で
受
け
入
れ

ら
れ
る
か
判
断
す
る
大
変
良
い
参
考
に
な
っ
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
、
海
外
展
開
へ
の
確
か
な
手

応
え
を
得
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
商

工
会
で
は
、
海
外
販
路
開
拓
を
は
じ
め
、
会
員

の
皆
様
の
新
た
な
挑
戦
を
伴
走
支
援
で
サ
ポ
ー

ト

し

て

い

ま
す
。
「
自

社

商

品

を

世

界

へ

届

け
た
い
」
と

お

考

え

の

皆
様
は
、
ぜ

ひ

お

気

軽

に

商

工

会

ま

で

ご

相

談

く

だ

さ

い
。

(有)中野酒造の中
なかの
野法

のりひこ
彦さん

vol.347 2026.11



一
級
合
格
お
め
で
と
う

９
月
13
日
㈰
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
た
検
定

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
は
、
44
人
が
受
験
し
、
26
人
が
合
格
。

そ
の
中
で
、
１
級
合
格
者
は
１
人
で
し
た
。

難
関
で
あ
る
１
級
合
格
者
の
学
校
名
、
氏
名

等
を
写
真
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。三重中学校三重中学校

２年生２年生

西枝　真奈美 西枝　真奈美 さんさん

第
２
２
２
回

商
工
会

商
工
会珠

算
検
定

珠
算
検
定

１
級
合
格
お
め
で
と
う

１
級
合
格
お
め
で
と
う

1
1
月
号
V
o
l.3
4
7

令
和
八
年
十
一
月
一
日 

発
行
／
発
行
所　

大
分
県
商
工
会
連
合
会　

大
分
市
金
池
町
三
丁
目
一
―
六
四
☎
〇
九
七
（
五
三
四
）
九
五
〇
七

0120-887-364フリーダイヤル

（けんしん）

個人事業主・経営者の皆さまへ

詳しくは下記フリーダイヤルまでお問い合わせください

商品ラインアップは
こちらから︕▶

けんしんが皆さまの
お力になります︕

大分県火災共済協同組合
医療総合保障共済

TEL　097-537-7122

火 災 共 済

ま ご こ ろ 共 済

生 命 傷 害 共 済

自 動 車 共 済


